
第 67 回 建築士会全国大会 おおさか大会 参加報告 

みなさま、いつも大変お世話になっております。

山口支部青年部の林です。先日の10/１９～２０

に開催された第 67 回 建築士会全国大会 おおさ

か大会に参加してきましたので、報告をさせて頂

きます。主に 19 日の青年委員会セッションと記

念講演、20日の万博（エクスカーション）に参

加しました。 

青年委員会セッションでは、全国の各ブロック

代表による地域実践活動の発表を聞きました。ど

の活動も、地域の人々と建築・自然との関わりを

深めるものとなっており、建築士会の活動の意義

を実感することができました。特に、福岡県さん

の木工ワークショップの活動報告の、子どものた

ちが木の家づくりを楽しんでいる姿や、工作の音

に誘われ地域の人たちが集まってくる様子がとて

も印象に残っています。また、当ブロック（中四

国）代表の香川県さんの「瀬戸内海歴史民俗資料

館」の魅力発信プロジェクトは、解体の予兆があ

る公共建築の活用法を創出し、再び地域に愛され

ている点が高い評価を受け、最優秀賞となりまし

た。山口県にも多くの自然や古き良き建築がある

ため、これらの活動を参考として、地域と自然・

建築をつなげる活動を提案していきたいと感じま

した。 

 
記念講演では、大阪・関西万博のドイツ館とク

ウェート館のデザインをされたクリスチャン・サ

ンダー・チャージッヒ氏のお話を聞きました。ど

ちらのパビリオンもデザインされたご本人からの

お話を聞くことで、実際に見に行きたいという思

いが強くなりました。 

 大会３日目には大阪万博に参加しました。万博

に参加するのは初めてでしたが、万博終了まで残

りわずかだったため参加できて嬉しかったです。

朝早くからすでに多くの来場者がおり、中を見る

ことができたパビリオンは少なかったですが、ほ

とんどのパビリオンの外観を見ることができまし

た。どのパビリオンも仮設だからこそ出来る大胆

なデザインや、見る人を楽しませるデザインとな

っていました。特に印象に残っているのは「null2」

という作品で、外壁が音に合わせて波打ち鼓動し

ており、生命力のようなものを感じられました。

また、記念講演でご説明のあったパビリオンも実

際に見ることができ、クウェートパビリオンの大

きな翼のようなデザインは写真で見るよりも遥か

に大きく圧巻でした。 

 
大会の空き時間には、会場付近の建築物を見て

回りました。中之島美術館や、こども本の森図書

館、うめきた公園の大屋根など著名な建築物を数

多く見ることができました。うめきた公園では多

くの人が広場で憩う景色がまるでパースのようで、

それほど理想的な利用がされる良い空間になって

いるのだと感じました。 

 
 最後に、この大阪大会を通して建築士会での活

動の意義を実感し、自県の活動についても考える

ことができました。また、万博や建築巡りでは、

建築士会の方々と建築についてお話をしながら回

ったことで、より密度の濃い経験となりました。 

たくさん歩き、見て、感じて、自身を大きく成長

させる良い経験となりました。 
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支部長・理事・支部担当者合同会議（臨時理事

会を兼ねる。）を開催しましたので、その状況を報

告します。 

日日時時：令和７年 1０月２日（木）14 時～16 時 

場場所所：YMfg 維新セミナーパーク 中研修室 

議議事事  

１１  建建築築物物木木材材利利用用促促進進協協定定ににつついいてて            

・山口県と建築物木材利用促進協定を締結するこ

とを決定した。 

・協定締結団体は、山口県建築士会の他、山口県

建築士事務所協会、日本建築家協会山口地域会、

山口県ビルダーズネットワーク、西瀬戸ビルダ

ーズサロン、山口県建設労働組合の計 6 団体。 

・建築士会の役割は、人材育成と普及啓発。 

・年度内に協定を締結する予定。 

２２  経経営営健健全全化化ににつついいてて（（ＲＲ８８定定時時総総会会ににおおけけるる

会会費費 33 千千円円値値上上げげのの議議案案提提出出をを決決定定ししままししたた））      

・経営健全化の方策のうち、今会議において再協

議とされていた、会費の値上げについて、令和

8 年度定時総会において、令和 9 年度から 3 千

円値上げする議案を提出することを決定した。 

・併せて、経営健全化の方策について、総務・企

画委員会において、継続して検討、検証を行う

ことを決定した。 

・値上げの理由は、以下のとおり。 

①令和7年度から実施している経費削減策を考

慮しても、令和 7 年度から 15 年度までの累

積赤字が 3 千万円となると推計され、その数

年後には経営が破綻すると考えられること。 

②全国建築士会の令和5年度総会終了時の正会

員会費の平均が、18,182 円であること。 

③前回値上げを決定した平成 26 年度から、消

費者物価指数が 14％上昇していること。 

④同じく平成 26 年度から令和 7 年度までに会

員数が 33％減少していること。 

⑤建築士会館の外壁等の大規模改修に必要な預

貯金を確保しておく必要があること。 

・抜本的な事業の見直しが必要との意見もあった。 

３３  事事務務局局職職員員のの服服務務規規則則のの改改正正ににつついいてて        

・高年齢者雇用安定法に基づき、職員の継続雇用

期間を「満 65 歳まで」より「満 70 歳まで」

に改定することを決定した。 

４４  ややままぐぐちちけけんんちちくく塾塾のの開開講講ににつついいてて          

・令和 7 年 9 月 5 日(金)に、「やまぐちけんちく

塾」の入塾式を開催したことが報告された。 

・塾生 6 支部、7 名での開講となった。 

５５  「「学学生生会会員員制制度度」」ににつついいてて                  

・山口大学及び徳山高専の先生方との協議により、

支部及び先生を通じた制度としていたものを見

直し、以下のとおりとした。 

①「学生会員制度」の窓口を士会事務局とする。 

②先生方は、学生への制度の周知に協力する。 

③入会、退会、活動等の情報提供は、士会と学生

とが直に連絡する。 

６６  新新入入会会員員にによよるる〈〈建建築築士士会会でで取取りり組組みみたたいい事事

業業〉〉アアイイデデアア集集ににつついいてて                      

・日本建築士会連合会が実施した、入会 3 年以内

の会員に対する「取り組みたい事業」アイデア

募集に応募された 35 件のうち、9 件が「おす

すめ提案」に選定された。 

・山口県の会員からも 2 件応募があり、うち 1 件

「建築士会ブロック若手会員作品賞」のアイデ

アがおすすめ提案に選定された。 

・今後ブロック会で実施を検討される。 

・アイデア集は、当会ホームページの会員向けサ

イトに掲載。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

値上げ前の令和 15 年度末の利用可能な現金等は 2,834 万円 

令和 15 年度の単年度赤字は 555 万円（数年で経営破綻の可能性大） 

値上げ後の令和 15 年度末の利用可能な現金等は 5,559 万円（R1 と同程度） 

会費値上げ前の値 

報告
令和7年度　支部長・理事・支部担当者合同会議報告

～会費3千円値上げを令和8年度定時総会に諮ることを決定～
士会事務局

11


